
BrucelLaDNAが検出  
たように見えても、B  

は除去不可能な持続  

ーーーーーーーーーー…－トーーー十－－……－  

細菌感染  

郡毎面…白育紺 細胞治療学会総会 2008年4月25－27日 WS－3－3  

五市有漸萱藩硝正孝釘≡こ了詫言［i新富啓蒔面帯至言葡  
膜炎を併発し、血小板残液からBac‖us¢ereUSが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た際は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。  

CDCは関係機関と協力して複数の州で発生したサルモネ  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。  

サルモネラ  
CDC2008年7月8日  

ペスト  
‾  

乏扇5亨昌菖前古ラ育たテ7芯ケラ石こ；；海面た畜己てモ砺  

トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Yersiniapesdsが6名から分離された。初発患者を除き、  
全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。   

2007：13：1459－  EmergInfectDis  1462  
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カリフオルニア州サンディエゴ都の年間梅毒症例戯は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の都と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。  

SignOnSanDieg0．CO  
m 2008年3月26日  

バベシア症  米国中南部では稀な輸血によると考えられる8abesia  
microt感染症例の報告である。＄1歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熟を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5～15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確認され、PCRでB．microti陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名がB．micr鵬陽性であった。  

American Society 
for Microbiology 
lO8th General  
Meeting2008年6  

月ト5日、Boston  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  

血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  

スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
開門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前lこ、抗Tnrpanosomacmzi抗体の  
スケノーニングを受けるべきである。  

ClinJnfectDis  

2008：46：e44－47  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
米国で全供血者を対象にしたTripano＄OmaCruZi検査が  

導入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
者の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復陽性  
（RR）となったのは0．013，i（90／651471）で、そのうち剛PA構  
性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  
血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血者に絞った対策の検討が示唆された。   

∨oxSanguinis  

2008；95（Suppl．りニ  

39 
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原虫感染  リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロツ／  
2008；14：1013一  EmergtnfectDis  1018  着しており、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒ  

トでの感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30－100倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨ一口ツ／ルベルでの研究が必要  
である。  

／   

リケッチア症  ネコノミが媒介するRickd土siafelis感染症のヒト症例はせ  

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

2008：14：1019－  EmergInfectDis  1023  

芋ジグ訂‾‾●…  1998－2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  
であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1聖が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死 亡はかっ 

例なた。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

ウイルス感染  ■川■■■t■■■■■■■■－－■－■●一－－－－■－－－－－－－－－－－－▲■－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－■●■■一■■■■▼■ 2008年1月21日、Braz舶で32歳の男性が黄熟のため死亡  

した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都Asuncionの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発  

表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熱によっ  
て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

ProMED－  

maiほ0080218．0645  
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ラテンアメリカやカリ  
ウエストナイル ウイルス  

RevPanamSatud  

Pub】iGa2006：19：  

112－117  
地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  

た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。  

2008年7月7日、トルコのBursa、CarlakkaleおよぴSamsun の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に より3名が死亡し 
、この2ケ月での死者数は37名となった。  

保健省はダニに注意するよう呼びかけ、唆まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

コンゴ・クリミア  

出血熱  
ProMED－  

mai120080709．2092  

天蔽だ盃洋右う萌r指扇亨ゐ葡面軒ラ妬云宣音節転義扇モ●  

ヒトパルボウイルスB柑感染者であった。B19感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血撲ウ  
イルスカ価は約1年で10・lU／mL未満、約2年で膵IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

Transfusion2008： 48：1036－1037  

パルボウイル ス  

オーストラリアで一人のドナーから腹巻移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移埴肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ●性脈絡髄膜炎lこ関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

砺；稽藤蕗葡 
一 膜炎  

NEnglJMed2008；  
358：991－998  
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ハンタウイルス  EmcrgInfectDis  
2008：14：808－810  模アウトブレイクにより、2007年の∨畠sterbotten地方の流  

行性腎症患者の数は100．000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う棟雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。岡ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。  

ち才フ訂天啓築‾‾  
ProMED－  

m8iほ0080720．2201  

画竜チ）芽う嶺斎由蘭奮壱ジ夢二二万義嘗う7毛て亭奇麗雇…  

年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

Ann Neuro12008： 63：697－708  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除  
きめっキに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血費中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血策中において  
PrPresは他の血楽タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血策において検出可能と  
なったことが示唆された。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Microbiol Immunol 

2007：51：122一卜  
1231  
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フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－Uの感染  

性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシBAS∈または孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

JViro12008：82：  

3697－3701  

0IE／Worldanimal  
health situa七on  

2008年3月31亡】  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（0IE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頂、アイルランド41頸、  

ポルトガル33頭、ドイツ1＄頸、日本およぴポーランド10  

頭、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  

チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頂、ス  
ロペニア、スウェーデンおよび米国1頸である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頂、アイルランド6亘紬†報告されて  

いる。  

BSE  

OIE／Wor】danimal  

healthsitua厄on  

2008年4月17日  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（01E）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英匡全体で446頭で  
あったが、1992年には37280頸となった。その後、減少し、  
2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頂報  
告されている。  

AIDS2007；21： 2351－2353  

フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およびHⅣ－1グ  

ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年8月  
に10184例のHⅣ新規診断瞳例が報告されたが、HⅣ－2お  
よぴHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1調およぴ  
0・1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。   
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米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは19丁7年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメ1」力血液センターなどからは反対意見が出されてい  

る。  

ABC Newsletter  
2008ニNo．262008年  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。／くンデミック時には適格な供血音数が制限されること  

が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

インフルエンザ  
2007；13：1865－  ErTlergInfectDis  1870  

インフルエンザ  
Repo止2008年2月  
AABBWeekly  29日  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血1が  
5肌減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。   

インフルエンザ  ∨ox Sanguinis  
2008：95（Suppl．1）：  

40  
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ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障書性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapさre  
ウイルスと命名することを提案する。  

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

百彗許夷‾‾“‾‾‾  
範子面‾‾自苫辞隊‾  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007：48（Supp13）：  
A522  

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を  

発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間1ト20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。  

B型肝炎  最小感染皇を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  Transfusion2008；  

48：286－294  CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  

したところ、最小50％チンパンジー感染量（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染王を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HB＄Agウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは辻伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝炎  FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗H8¢抗体）が陽  
性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度HBVNATによってHBV審染が否  
定された場合は供血可能となる。   
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2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された常血  

関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

一－－－－－…－－トーーーーー・・・・－－－－－……－－－－…－－－－－…－－－…  2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  NEnglJMed2008；  
358：811－817  

‾  
茄満盲砲面詰ホモ衰行ヲニ：荘福音天ラ1アニニ三ジ殉藩  

量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

第56回日本輸血・  

紬胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

E型肝炎  

一  
東天才ジ苛ヲ亨だ由痛C‡汀てる王手う石了有ど直義tモ亡ミラ試；  

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18，8％、非曝露群では4．1％であった。ブ  

タに接するヒトの抗HEVlgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。   

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008：78：  

1012－1015  
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アガルシダーゼベータ（遺伝子組換え）  え  
は、Dr．L．A．  
Chasin（Co  
lumbia Uni  

vorsity）より  

入手したジ  
ヒドロ葉酸  
還元酵素  
（DHFR）欠損  

チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞（CHO）細  

胞系である  

ム・ジャパ  

ジェンザイ  ン   アガルシ ターゼ ベータ（遺伝 子組換え）  遺伝子組換 チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  
有効成分  

乾燥人血液  
凝固因子抗  
体迂回活性 複合体  

乾燥濃縮人  
血液凝固第  
Ⅷ因子  

人血清アル  
ブミン  

人血清アル  
ブミン  

ど〔石窟‾‾‾‾－‾  

ツ、オースト  米国、ドイ  リア  
ウイルス感染  SjrnianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期画追  

跡調査した。男性は非ヒト葺長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（P8MC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝喪にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。   

AIDS Res Hum  

Retroviru＄eS之007；  
23：1330－1337  ②人血液凝固ⅩⅢ国子 ③フィブリノゲン加第ⅩⅡ 因子  
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中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の 潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14伯7名由来の検 中 
体0．03兢†抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不語化によりWNVに関する安全性は保証さ  

れることが明らかとなった。  

ウエストナイル  
ウイルス  

JMedViro12008：  

80：557－563  

－■■■■■一■■●■●■■－■■■－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t－－－－－■■■■■■■■■－－－■■■■  

米国コネチカット州での輸血によるBabesiamicrot感染の  

危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検休を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamiGrO厄感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

Blood2007；110（11．  
Partl）：853  

バベシア症  

ー■■－■●■●■■－■－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－＝－－－－－一一－－－－●●■●■－■－－1■－■■●■■一■ ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  

ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル酸に対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

鳥インフルエン ザ  
Proc Natl Acad Sci 

USA200凱105：  

7558－7563  

ウルグア イ、ニュー ジーランド  
米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

米国コネチカット州での輸血による8abesiamiGrO七感染の  

危険性を評価するため、2004－2∞7年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamicro七感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。   

BIood2007：110（11， Parヒ1）：853  バベシア症  ヒト血液  トロンビン末  
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鳥インフルエン ザ  ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  

ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル酸に対する親和性を高めたHAを保  

有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

宮元葡読聴葦芋珊jr天●苛古ダ才ヲ吉をテ〕i万富ジ育  

よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  

画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  

アツセイおよぴRT－PCRで測定した。その結集、全てのエ  
穫が不活化・除去に有効であることが示された。  

Proc NauAcad Sd  

USA2008；105：  

7558－7563  

芋ジグ許…‾…  
Transfusion2008： 48：1342－1347  

アンチトロン  
ビン  

詐石窟‾▼‾…  

米国、ドイ ツ、オースト リア  
バベシア症  Blood2007：110（11． Paltり：853  

蔦才ジカ茄 ザ  
80525に同じ  Proc Natr Acad Sci  

USA2008：105：  

7558－7563  

Transfusion2008；  

48：1342－1347  
デング熱  8052引こ同じ  

バベシア症  Blood2007；110（11，  
Pa止り：853  

8052引こ同じ  

蔦キジラ五言ジ ザ  ProG NatlAcadSd  
USA2008；105：  

7558－7563  

芋ジグ訂‾‾‾‾‾－  Transfusion2008：  
48：1342－1347  

葡薗葡葵‾‾‾‾‾‘  
Transboundary and 
Emerging Diseases 
2008；一55：183－185  

米国Ken加cky大学家畜疾患診断セシタニモ：盲≠扁葡亨‾‾  

流産したサラブレッドの胎仔とその胎盤の剖検および組  
織学的検査を行った。その綽果、胎盤炎、臍帯炎および  
胎児の致死的な気管支肺炎が確認された。原因となった  
病原体としてDermatophil購GOng0len＄isが特定された。本  
報告は全ての動物において初めて胎児流産と  
Dermatophifuscong0len＄is感染の関連を示したものであ  

る。   

キソイド結合体）  スツール  

第一三共  

ワクチン   
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